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 6(土 ) 7(日 ) 8(月 ) 13(土 ) 14(日 ) 20(土 ) 21(日 ) 27(土 ) 28(日 ) 

7-9 A.B.C  (A.B) A.B.C  A.B.C  B.C  

8-9  1.2.3.5 1.2.3.5      3.5 

9-11 1.2.5 1.2.3.5 2.3.5 / / 3.5  2.5  1.2.3.5 × 

11-13 1.2.3.5 2.3.5 2.3.5 / / 3.5  5  1.2.5 5 

13-15 1.2.5 1.2.5 5 1.2.3.5  1.2.3.5  1.2.3.5 5 

15-17 1.2.3.5 1.2 5 1.2.3.5  1.2.3.5  1.2.3.5 × 

3(水 )  10(水 ) 17(水)  24(水 )  31(水 ) 

A.B.C A.B.C A.B.C A.B.C A.B.C 

水曜ナイター 19:00～21:00 

朝昼コート一覧（土/日/祝日） 

10 月のコート 

■川路会長 
・久米川5番コートに隣接する4軒へ挨拶に伺った。（松井会計副

部長も同行）「ひと声かけてもらえれば」と概ねご理解いただ
けた。 

・9月末までのコート整備内容を整理、集計する。それが前期分

の請求内容となる。（担当は平日責任者若林諏訪クラブ会長） 
・柏崎市への中越沖地震の義援金は、有志の方達の分と合わせて

（約６万円）早急に送金する。 

■小武海副会長 
・柳杯実行委員会は9/1に最終の総括会議を開催。⇒詳細は２Ｐ。 

■技術部 

・平成20年度のスクール生を募集する。⇒詳細は右記。 
・9/15に部会を開催。 

■広報部 
・ガット郵送用の封筒を、差出人の変更（松井前会長から川路会

長へ）をして、新たに3000枚作成。 
・「ガットは久米川コートで受け取るから郵送は止めてもよい」

との会員数名からの提案を報告。⇒承認。推進する。 
■会計部 
・8月度月次決算報告。 

■事務局 
・来年度新入会員を募集する。⇒会員の方にお願い、右記。 

■その他 
・平日のコート整備について、明会計部長、鈴木栄クラブ会長よ

り報告。炎天下の中、少人数での除草作業はとても厳しい。 
⇒作業者の負担軽減のため、予備費より草刈機購入を決定。 
⇒保険適用範囲について体協に確認する。（事務局） 
⇒来期より「1人5分草取り運動」（仮称）を推進する。 

http://www.higashimurayamatennis.com/ 
http://www.higashimurayamatennis.com/i.html 

 
2007/9/8  スポーツセンタースポーツクラブ室 

第８回 運営委員会報告 

ナイター練習会 

★萩山 10/20(土) 17:00～19:00 A.B.C 

★栄 10/6(土) 17:00～19:00 A.C 

  19:00～21:00 A.B.C 

★諏訪 10/7(日) 17:00～21:00 A.B.C 

★美住 10/27(土) 17:00～21:00 A.B.C 

・「ナイター会員は募集期間以外での加入は禁止する」というル
ールを確認、決定。 

・球出し用折りたたみワゴンの不具合について小池青葉クラブ会
長より報告。⇒今期の予算で購入することを決定。 

数字：久米川コート 

英字：恩多コート 

斜線：使用不可 

× ：はずれ 

※14 日、21 日は、軟式の大会。 

※13 日 9-13 の 1＆2面は、軟式ジ

ュニアの強化練習。 

※8日の早朝は、7 日に市大運動会

が開催された場合に使用可。 

※西高コートあります。 

27 日、午前=栄、午後=青葉。 

28 日、午前=美住、午後=諏訪。 

※コートに隣接する住宅の敷地内に入る時は必ずひと声かけて下

さい。社会通念上のマナー、モラルを守りましょう。 

※平成20年度新入会員の募集要項をスポーツセンターと久米川コ

ートに置きます。久米川コートで受付することになっていますの

で、応募者に声をかけられたら申込用紙を受け取るなどの対応を

お願いします。募集期間は10月1日から31日までです。 

< 平成20年度の会費納入について > 
金額を間違えないように納入してください。 

一 般 会 員 ： 17,000 
家 族 会 員 ： 11,000 
ジュニア会員 ： 6,000 
休 部 会 員 ： 2,000 

各クラブの口座（会員名簿参照）に振り込んで下さい。 
会費納入に関してご不明な点は、各クラブ会長にお問い合わせ
下さい。 
 

※納入期限は、 

10 月末日です。 

< 平成20年度スクール生募集のお知らせ > 
募集期間：平成19年10月1日から11月4日まで 
応募方法：ハガキまたはEメールに、住所・氏名・電話番号・

メールアドレス・所属クラブ・希望クラス(初心・
初級・ジュニア)を記載の上、 
栄クラブ 谷古宇 勝美(やこう かつみ)  
Eメール : yako@dream.email.ne.jp 
宛、お送り願います。 

なお、応募者が多い場合、受け入れ人数を制限させていただく
こともありますのでご承知願います。 
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 ～ 市 民 テ の 皆 さ ん へ  ～  

 
平成１９年７月１６日（海の日）第１１回柳杯ミックスダブルス戦の開催に当っては、皆さんの多数のご参加とご協力に、心

よりお礼と感謝を申し上げます。皆さんの願いが通じ、台風一過の信じられないような好天に恵まれ、事故、怪我人もなく楽

しい一日になりました・・・有難うございました。 
来年に向けて９月１日（土）に最後の拡大実行委員会を開催して総括を行ないました。その結果を簡単に纏めましたので、ご

報告させていただきます。 
 
【報告】 
１．決算報告 ４０万円の予算に対し、約３９万という範囲で収める事が出来ました。無駄なく無理なく出来たと思います。 
２．柳杯総括 全体的には、開会式、運営・試合の進行等ジュニアも含めて楽しく出来たことは概ね評価できる、との参加さ

 れた皆さんの意見でした・・・。反省点も多々ありましたが、主な事柄は以下の通りです・・・来年に反映で

 きればと思います。（詳細は運営委員会に報告済） 
 
【ディスカッション及び纏め】       

１．会場が開かないため、開会式から試合までの時間が無く、準備が出来ない。   
 ・委員会の準備を一週間以上早めに終了し、前日もう一度会議を持ち、進行の確認。   
 ・第一試合をそれぞれ周知させ、オーダー表も事前に準備。     
２．３チームで進行が早く、委員の不足感がある。      

 ・委員も試合に出るため、進行が見えなくなりがちだが、委員を増やしても煩雑になるだけということもあり、

試合に不参加の人にボランティアを募り、専属で見てもらうことも考えては。 
 ・オーダー表の事前説明要。       
３．一部、二部の試合を同数、同条件に。      
４．市民テの大イベントとしてもっと多数の参加を！      
５．柳杯の位置付け        
 ・柳さんという存在を知らない人の方が多くなっており、柳杯のコンセプトを作る必要がある。 
 ・全員が参加、合意はありえないので、最大公約数で合意を目指す。    
 ・出来たコンセプトを新年のガットで発表、会員全員に周知徹底を図ること。 

以上 
 

 

「諏訪クラブ合宿記」 
 
 

 

 

例年、７月末の週末に行っていた合宿だが、今年は、宿舎の

確保の関係で、８月２５・２６日の両日に行った。場所は菅平

高原。初めての開催で、多少の不安があったが、思ったより近

く、クレーコートで足腰の負担も少なく、東京は残暑で暑い日

が続いていたが、日陰に入れば嘘のようにひんやりするような

気候で、ホテル、コート以外は一面の高原野菜畑で合宿には最

適の環境。 

 

 

 

 

 

さて、昼前に着くと軽食をとり（当然アルコールも）練習開

始、４面のうち２面を使って男女別の球出し。残りの２面は練

習試合。隣のコートの高校生の大声で元気をもらい、年も考え

ずに頑張りすぎる人もいて、夕方まで。終了後は建物の最上階

の風呂で根子岳に沈む夕日を見ながらの入浴で昼の疲れを癒す。

早速夕食までの間に小宴会。 

夕食後は恒例の宴会。毎年夏合宿しか参加しない優良会員や、

ＯＢの方の参加もあり、旧交を暖め深夜まで飲み且つ語り合い、

途中疲れた人や酔った人から大部屋の雑魚寝で、部屋の隅から

順に寝る人がいるかと思えば、それでもまだ飲み足りない人や

喋り足りない人は別室で二次会。 

翌日は早朝から風呂に入り昨夜のアルコールを抜く人、時間

ぎりぎりまで寝る人、風呂上りにビールを飲む人、夫々に朝食

まで過ごし、ビュッフェスタイルの朝食のあとは、昼食をはさ

んで、ダブルス戦による賞品争奪戦。 

帰りには、Ｋさんの好意で穫れたての高原野菜のお土産つき。

有難うございました。 

帰途は夏休み最後の日曜日とあり、上越道・関越道とも渋滞

の中、運転手の皆様お疲れ様でした。 

第 11 回柳杯実行委員会 

諏訪クラブ 若林尚昭 
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豪雨と強風で多くの被害をもたらした台風９号が去り、暑かった今年の夏が終わろうとしています。７、８月は各クラブの合宿
が行われましたが、参加された方々はテニスとお酒と話を十分に楽しまれたことと思います。今回は、諏訪、美住、萩山クラブの
合宿レポートを掲載いたします。寄稿してくださったレポーターへお礼を申し上げます。かく言う私は、仕事が重なり残念ながら
参加できませんでした。来年の目標が早くも出来ました。「来年こそは、仕事よりもテニス優先の生活をしよう」というものです。
よろしくお願い申し上げます。 

編集後記 

 

 

「美住クラブ 軽井沢合宿」 
 

２００７美住クラブの夏合宿は、８月１８日・１９日の２日
間、群馬県片品村の「ペンションてんとう虫」にて行われた。

総勢２３名が参加し盛況であった。 
合宿の案内を頂いたとき、場所が郷里に近かったのと、ある

会員の方が「合宿はとても楽しいですよ」と言ってくれたこと
から、思い切って参加することにした。しかし、私は昨年１０
月に市民テに入会したばかりで、当初、かなりの不安はあった。 
さて、合宿初日、連日の猛暑が一転して雨となった。雨天決

行なので現地まで行ったが、依然として小雨が降っていたため、
もと来た道を４０分ほど引き返し、川場村の「ホテルＳＬ」付
設のオムニコートを使うことになった。 

越後実行委員長より、「今回の合宿では、苦手部門の克服など
各自テーマを持って取組んで欲しい」との挨拶があった。それ
からは、講習と試合の繰り返しであったが、周りの人から親切

に声をかけて頂き、テニスを堪能することが出来た。 

テニスの後は、一風呂浴びて、いよいよ野外バーベキューで
ある。生ビールで乾杯、枝豆、とうもろこし、おにぎりそして
ニジマスなど地元産が次々と出てきて美味しい。 

バーベキューが終ると宿のロビーへ場所を移して二次会、日
本酒や焼酎などの銘酒がずらりと揃っている。宿のご主人のご
好意とか。われわれは新潟の銘酒「八海山」を飲みながら遅く
まで話した。 
翌朝早く寒さで目が覚めた。前日とは打って変わって快晴で

ある。高原の澄んだ空気の中、早くもテニスに興じている猛者
もいたが、私は昨日のテニスのし過ぎで腰が痛い。 

朝食後、宿のご主人が丹精込めて作り上げたクレーコートで
の練習である。３組に分かれて、それぞれのコーチの指導の下
に汗を流す。特に女性コーチの元気の良い声が響く。 
そして、昼食には念願（？）のカレーを食べ、暑さと戦いな

がらも試合を楽しみ、午後３時頃に合宿は終了した。その後、

近くの温泉で汗を流し、帰路に着いた。 
今回の合宿で特に印象に残ったのは、①会員の方々が初参加

の私を温かく迎えてくださり、お陰で楽しくプレーできたこと、
私にとっては皆と試合が出来ただけでも大きな成果であった、
②井上会長や実行委員の方々がリーダーシップを発揮し、また
会員の方々も良く協力して大変チームワークが良いこと、③

「ペンションてんとう虫」の経営者ご夫妻が素晴らしかったこ
とである。 
美住クラブの皆様には大変お世話になりました。来年はもう

少し腕を磨いてまた参加したいと思っています。 

 

 

 
「萩山クラブ夏合宿 In 九十九里」

今年もこの時期がやってきました。私は３年前からこの合宿

に参加しているのですが、毎年家族で楽しく参加させていただ
いています。 
今年は７４年ぶりに４０．９度という最高気温を更新した特

別暑い「夏」ではあったものの男性１２名・女性１３名・Ｊｒ
８名のたくさんの萩山クラブの皆さんとともに８月２５・２６
日、九十九里の夏合宿に行ってきました。 

初めは雨も心配されていましたが、コートに着いたとたん待
っていましたかのように、空は晴れ渡り、まるで私たちを歓迎

してくれるかのようでした。また海が近かったせいか潮風も心
地良く感じられました。 

初日小桧山コーチのもと、普段とは違った基礎練習や練習試
合などＪｒも含めて楽しめる練習でした。夕食もおいしくいた
だき、その後の宴会では、小桧山コーチが考えた「このフォー
ム誰でしょう？」クイズを行い、とても盛り上がり、あっとい
う間に一日目が終了。 
二日目は、「ＳＨＩＮＤＯチーム」と「ＭＡＴＳＵＩチーム」

に別れ、男Ｗ３試合、女Ｗ４試合、ミックス８試合、計１３試
合の紅白戦（団体戦）が行われ、みんなで燃え、応援にも力が

入りました。 
私は一試合目母と組み、途中５－２でリードしていたものの、

勝てると思った瞬間無意識に力が入り、最後までゲームが取れ
ず負けてしまいました。二試合目のミックスでは、後半粘って

追い上げたものの今度も５－６で惜敗。精神面の弱さを痛感さ
せられましたが、これからテニスを続けて行く上でとてもいい
経験となりました。 
他にも個別レッスンやＪｒ同士でのシングルス、普段では見

られない夢のドリームマッチなどが行われとても充実した合宿
を過ごす事が出来ました。 

来年は高校生になりますが、この合宿にはこれからも参加し
続けて行きたいと思います。

 

 

美住クラブ 田島隆夫 

萩山クラブ 松井咲子 

萩山クラブ 栗坂秀夫  




